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レファレンス協同データベース事業

Ｉ．はじめに

近畿大学中央図書館では、2002年４月に図書館

サービスの中心である閲覧サービス部門が、外

部の人材派遣会社へ業務委託された。その際、

レファレンスを人材育成の一環として位置付け、

業務委託スタッフ（以下、スタッフ）と正規職

員（以下、職員）が同じカウンターに入り、コ

ラボレーションによるレファレンスサービスを

行うことになった。

委託当初から、スタッフは自発的にレファレ

ンス記録の作成・保存を行ってきた。最初はメ

モ程度のものだったが、後には、記録フォーム

を作成し記入するようになっていった。ロー

テーションで勤務するスタッフの引き継ぎの必

要性からスタートしたものだが、人にわかりや

すく伝えるようにレファレンス記録をまとめる

こと自体が良い研修になっている。

職員とスタッフが日常的に同じカウンターに

入り、共にレファレンスサービスを行うことに

より、調査中に新たに発見したウェブサイトや

調査結果に至ったプロセス、ノウハウなどさま

ざまな情報を共有し合うことができる。日々、

レファレンスを通じて苦楽を共にする中で信頼

関係が生まれ、“利用者のために”という共通

認識が醸成されてきた。これらからコラボレー

ションによるレファレンスには、職員、スタッ

フ相互にメリットがあることがわかる。つまり

情報を共有化し、切瑳琢磨して互いの能力を伸

ばすことができる。また、職員にとっては利用

者との直接的な接点が維持でき、利用者のニー

てらおたかし：近畿大学中央図杏館レファレンス課

寺尾隆

ズ、現場での状況把握ができるのである。そし

て、レファレンス協同データベース事業への参

加がさらに大きな力となっていった。

Ⅱ、レファレンス協同データベース事業

レファレンス協同データベース事業は、全国

の公共図書館、大学図書館、専門図書館などが

館種の垣根を越え、共に取り組んでいるプロ

ジェクトである。同事業は、2002年に実験事業

としてスタートし、2004年４月にデータ登録を

開始し、参加館にデータベースを公開した。

2005年４月に本格事業となり、同年12月には一

般公開を開始している。

レファレンス協同データベースは、下記４種

類の登録データから構成されている。

１．レファレンス事例

２．調べ方マニュアル

３．特別コレクション

４．参加館プロファイル

登録データの公開レベルは、“自館のみ参照，，、

"参加館公開，，、“一般公開”があり、登録館が自

由に選択・変更することができる。まずは、“自

館のみ参照”で登録しておき、内容をブラッシュ

アップすることによって、後から“参加館公開,,、

"一般公開”へ変更することも可能である。

レファレンス協同データベースには、次のよ

うな潜在的な機能があると考えられる。

１．ローカルデータベース

２．エキスパートシステム

３．研修システム

４．教育システム

５ ． シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム
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Ⅲ、近畿大学中央図書館の取り組み

当館は、2005年１月からレファレンス協同デー

タベース事業に参加した。日々スタッフと共に

取り組んできたレファレンス事例の登録を少し

ずつ続け、現在に至っている。登録に当たって

は、次のような事例を選択し、すべて一般公開

レベルでウェブフオームによりオンライン登録

をしている。

１．リピートした｡リピートが予想される事例

２．難航した事例

３．情報を共有すべき事例

４．研修・教育用教材として使える事例

５．情報を求めたい事例

なお、レファレンス協同データベース事業事

務局からデータ作成支援ツールとしてデータ作

成ワークシート、登録アプリケーションなども

提供されており、自館でのデータ管理やデータ

の一括登録も可能になっている。2009年１月現

在、当館は登録件数､被参照件数（アクセス数）

共に大学図書館の中で最も多い数値を達成して

いる。

本学の医学部は別キャンパス（大阪狭山市）

にあるが、本部キャンパス（東大阪市）にある

当館（中央図書館）においても医学関係のレファ

レンス依頼がある。次のような事例をレファレ

ンス協同データベースに登録している。

１．医療でのヒヤリ・ハット事例を調べたい。

http://crd,ndl､go.』p/GENERAL/servlet／

detail・reference?id＝1000046544

２．医療用医薬品の情報を調べたい。

http://crd・ndl､go.』p/GENERAL/servlet／

detaiLreference?id＝1000046247

３．闘病記を探したい。

http://crd､ndl・go.』p/GENERAL/servlet／

detaiLreference?id＝1000050341

他館からコメントをいただいた事例も多く登

録している。

また、スタッフにはレファレンス協同データ

ベースを利用したセルフラーニングを提案して

いる。

レベルｌ自館解決済み事例

レベル２他館解決済み事例

レベル３他館未解決事例

上記のレベルを設定し、レベル１，２に関し

ては回答を見ずに取り組むよう、レベル３に関

しては回答を熟読してから取り組むように勧め

ている。スタッフは、レベル３の他館未解決事

例に熱心に取り組んでおり、難しいがこれも大

変良い研修になっている。

レファレンス協同データベースには、他館の

登録データにコメントできる機能があり(図l)、

コメントが書き込まれるとあらかじめ登録して

おいた電子メール宛に通知することもできる

(アラート機能)。

コメント機能の活用

・レファレンスの相互協力

・コミュニケーションツール

・リアルタイムレファレンスの可肖

唾三三騨
鍾夢。

図'１

このコメント機能を使って、当館での調査結

果を情報提供する場合もある。また逆に他館か

ら当館の登録データに対して情報をいただくこ

ともある。日本の図譜館界においても、公共図

書館、専門図書館、大学図書館という館種を越

えた“レファレンスの相互協力”という新たな

段階に入ったのだと実感している。

レファレンス協同データベースの“調べ方マ

ニュアル”は、特定のテーマに関する情報源や

探索方法に関するマニュアルで、パスファイン

ダー（Pathfinder）と同種のものである。利用

者に対するだけでなく、レファレンスのスタッ

フマニュアルとしても活用できる。

当館では2006年９月から作成・登録を始めた。
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作成にあたっては、過去の事例や文献、データ

ベース、ウェブサイトなどを改めて確認し、ま

とめる必要があるため、作成自体が大変良い研

修ともなっている。今後も研修としての“調べ

方マニュアル”作成を続けていきたいと考えて

いる。

多くの図書館でも、利用者向けにパスファイ

ンダーを作成している。各図書館は蔵書構成、

利用可能なデータベースなど自館の状況に応じ、

カスタマイズされたパスファインダーを作成す

る必要がある。これらを“調べ方マニュアル”

に登録することによってデータベース化されれ

ば、より他館のものと比較し、参考にするとい

う相互作用を生むことが考えられる。新たな文

献､ウェブサイトやノウハウの発見などにより、

内容が洗練されていくことも十分期待される。

さらに、レファレンス協同データベース事業

の担当者研修会などで行われているような同

データベースの登録機能、コメント機能などさ

まざまな機能を活用した実践的な研修、ネット

ワークを介した遠隔研修も考えられるであろう。

レファレンス協liilデータベースは、Ｍ２に示

すようなレファレンスに必要な力を助け合える

ものであると考えている。参加館lil士が自館の

蔵書を使い、コメント機能により情報提供する

ことによって、各館の蔵脊構成を互いに補完し

合うことができる。さらに一次資料のデジタル

化が進められ、デジタルアーカイブや機関リポ

ジトリが構築されている。その恩恵によって、

自館に所蔵のない愛重な資料をネットワーク上

で調査できる環境が次第に整ってきている。レ

ファレンス協同データベースに登録されている

各館の“特別コレクション”のデジタル化がさ

らに進み、それらの情報を共有することができ

れば、すばらしい効果が期待できるであろう。

また、レファレンス協同データベースには統計

機能があり、統計データを活用し、例えば被参照

･件数をランキング形式で表示するなどして広報活

動に利用することもできる。今後もアイデア次第

でさまざまな活用の可能性が考えられる。
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一般公開で登録されたデータは、Googleなど

のサーチエンジンによる検索にヒットするよう

になってきている。“レファレンスサービスと

は何か'・を多くの一般の人々に知ってもらう早

道は、ウィキペディア（Wikipedia）が証明して

いるように、ネットワークを介してレファレン

スの実例を示すことではないかと思う。ネット

ワーク上での情報発信という点からも、レファ

レンス協同データベース事業は、これから大き

な効果が期待されるだろう。

レファレンスの力

図２

Ⅳ。おわりに

自館でレファレンスデータベースを構築し、

維持・管理をしていくには多くの困難や負担を

伴う。レファレンス協同データベースには、そ

のインフラがすでに用意されており、その運用

に対するコストも不要である。そして自館の状

況に合った参加の方法が選択できることも大き

なメリットであろう。

患者のためのインフォームド・コンセント、

そして高齢社会に向かい、医療情報はますます

重要になっていく。病院図書館の果たす役割も

大きなものとなるに違いない。

業務委託開始から約７年が経過した。振り

返ってみて思うことは“レファレンスが人を育

てる,’ということである。多様なレファレンス

に取り組むことによって、スタッフは着実に力

を伸ばしていった。そして、図3のように利用
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者と図書館員との間にも“レファレンスが人を

育てる"循環構造が生まれていると考えられるｃ

さらにレファレンス協同データベースが、その

大きな推進力となっていった。

｢レファレンスが人を育てる」

画図書館員が利用者を支援する

画利用者が図書館員を鍛える

図Ｅ

ＩＴ革命により、図書館を取り巻く状況も大き

く変化し、それに伴いレファレンスの手法の多

くも変化し続けている。私たちは、今一度レ

ファレンスサービスを見直し、再構築しなけれ

ばならない時期に来ているのではないだろうか。

病院図書館のほとんどが１人体制で運営され、

その厳しい状況のI+Iで努力されていることを

知った。ネットワークを活Ⅱ]し、図書館員の力

を結集させることにより1列4に示すように、レ

ファレンスが各図書館のコア・コンピタンス蕊

となることを、そして、レファレンスが図書館

界全体のコア・コンピタンスとなることを願っ

ている。

レファレンスをコア｡コンピタンスに

図'４
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